インターネットの公と私　 by 中村, 吉秀
インターネットの公と私 
一般科目教室（人文・社会科学系）助教授 中村吉秀 
 
 オーリオ・バーレ調査団の掲示は何なんだと言ってる人もいることと思います。彼らが
何をしようとしてるか、わかりにくいですね。これは。ですが、これは手動のホームペー
ジをやろうとしたものなのです。そう考えれば説明がつくと言えるでしょう。インターネ
ットの時代は無意識に浸透しているのですね。 
 
 と、文体模写で始めてみたわけであるが、分からん人は分からんでよろしい。ここから
読み始めても十分である。 
 インターネットに触れるようになって、まだほんの三年ほどであろうか。その間にもさ
まざまな経験と見聞があった。インターネットはよくも悪くもいろいろな障壁を取り払っ
たのだな、と実感する。従来の組織論的発想や、公と私の区別には、全くなじまないメデ
ィアである。 
 メールアドレスを複数持つ人は多い。筆者も二つ持っている（かつては三つだった）。最
初、高専のアドレスは公用、プロバイダのアドレスは私用にしようと思っていたのである。
しかし、そんな区別はすぐに意味をなさなくなる。 
 筆者が福井高専に務めていると知っている高校時代の友人は、高専ホームページから筆
者のアドレスを調べ（調べなくとも当てずっぽうでも当たるようなアドレスではある）、
「よ～元気？」などと打ってくる。久しぶりに話（？）した旧友に「次から私用はこっち
のアドレスに送れ」などと言うのも角が立つ。当方が勝手に決めた使い分けを押しつける
ようで申し訳ないから言えない。相手が目上の人だとなおさらである。 
 また、高専のアドレスのメールチェックは学内の端末でないとできない。そこで受信し
たメールをプロバイダのアドレスに転送するよう設定し、家からでも読めるようにした。
そうしている教職員は多いだろう。すると、仕事上の連絡や、学生からの相談のメールを
家で読むことになる。返信に急を要するメールも少なくない。メールのない頃は学校でし
か話さなかったような内容なのだが、読んでしまうと放置できない。そこで、すぐに返事
を書き、そのままプロバイダのアドレスから送信する。当然それに対する再返信は直接プ
ロバイダのアドレスに入ってくる。 
 かくして公私はぐちゃぐちゃに入り交じり、用途の区別の意味はなくなる。三つだった
アドレスを二つにしたのもそのためである。中には五つも六つもアドレスを持っていて、
自分でもわけがわからなくなっていると察せられる人もいる。 
 
 ホームページとなると、公私の別も組織論もいよいよ怪しくなってゆく。ホームページ
は全世界に発信されている。誰でも見ることができる。だから、ホームページはすべから
く公のものである、という理屈は分かる。しかし、実態はそう簡単でない。 
 譬えて言えば、ホームページ相互をつなぐ回線は道路（公道）で、各ホームページは道
路に面した家や店である。道路は世界中に通じていて、世界の誰もが歩くことができる。
だから公の道なのである。しかし、である。地元民かその知り合いの訪問者しか使わない、
間違っても外国からの旅行者が歩くことなどないような「公道」が現実にはいくらでもあ
る。そういう道路上には植木鉢や物干竿が進出し、集落の私の生活にのみ供されていて、
それで何の不都合もない。 
 ホームページにもその種のものは多いのだ。そういうホームページにも一律にネチケッ
トだ何だと言うのかどうか。 
 ホームページを支援するアプリケーション？ ソフト？（←どう違うのか、誰か教えて
ください）が普及したので、筆者のようにコンピュータ言語のＡＢＣも知らぬ者でもたや
すくホームページ？ サイト？（←どう違うのか、誰か教えてください）を持てるように
なった。 
 筆者はかつて機械工学科の担任をしていた縁もあって、同科の教官にホームページ作成
の手ほどきを受け、その自然な流れで機械工学科のサーバにファイルを置かせてもらった。
ちょっと不自然な気がしないでもなかったが、ホームページとはそういうものだろう。 
 どうせハイパーリンクでどこにでも跳んでしまえるので、見る方はそのページがどのサ
ーバにあるかなど全く気にしないし、そのページごとの管理者が責任を持てばいいことで
ある。実際、筆者のホームページには掲示板もあるが、この掲示板はレンタルであり、学
外のレンタルショップのサーバにある掲示板にリンクで跳ぶだけである。それでもその掲
示板を含めて筆者のホームページなのだ。現実世界の組織論とは全く噛み合わないが、そ
れゆえにホームページは新たな可能性を拓いてきたのである。 
 ところが、これにクレームをつけた教職員が複数おられたそうである。一般科目の教官
のホームページが機械のサーバにあるのはおかしい、と。筆者はここまで書いたように、
全くおかしいとは思わない（筆者のホームページはほとんど文字しか使っていないので、
容量を圧迫する、というようなこともない）のだが、筆者が居すわったりすれば、サーバ
の管理者に板挟みの困惑を味わわせることでもあり、センターのサーバに移転した。筆者
自身、ぜひとも機械のサーバに置きたいわけでもなく、要するにどのサーバにあるかはど
うでもいいことだからである。 
 ただし、移転作業と移転通知は手間ではあった。この程度の組織論的齟齬なら、現実世
界にもままあることだろう。このクレームをつけた方には、ぜひ同じ論法で、一般科目の
一部教官の研究室が電子情報棟にあることを批判し、一般棟の改築を進言してほしいもの
である。 
 また、例えば「福井高専の公式ホームページ」とは、どこまでの範囲を指すのか、とい
うのも、なかなか難しい問題である。各学科がサーバを持っていて、そこにいろいろなペ
ージが所属している。末端へリンクを辿っていけばいくほど公の割合が低くなり、突如家
族写真が出てきたりもする。一般的な公私の別から言えば、とんでもない、ということに
なるのだろうが、筆者は、これがインターネットさ、としか思わない。 
 他の高専の例を見ても、極端なところでは、教職員個人のホームページをサーバに置か
せないようなところもあるようである。が、このような姿勢は、インターネットの底力を
殺ぐものだ。 
 何も個々の構成員が作って運営している末端のページまで、学校当局が責任を持つ必要
はないのである。それぞれのページの制作者と管理者が明らかに分かるかたちになってい
れば。筆者は、教務主事補を辞したにも関わらず、「教務制度早分かり」というコーナーを
ホームページの中に有している。これはインターネット特有のことであろう。また、「福井
高専周辺の時刻表」というコーナーもあるが、これも筆者が制作しなければいけないよう
な内容ではない。しかし、両コーナーとも、筆者のキャラクターに合った内容であること
は間違いなく、なかなか他の人には作れないだろう。そう思って公開している。このへん
の自負はオーリオ・バーレ調査団と相通じる。 
 こうして、個々の教職員や学生が、自分ならではの方法と内容で、有益な情報を公開し
ていく。その集合体が福井高専のホームページ。それでよいではないか。組織的なトップ
ダウンよりも、個の活力によるボトムアップの方が、時代にも適合しているし、インター
ネットに似合う。公私の別にとらわれてはいけない。 
 考えてみれば、教師というのは元来公私の垣根が異常に低い職業ではなかったか。担任
でも教科担当でもない学生が研究室を訪れ、茶菓子など出して他愛もない話を聞いて、ま
あこうして話相手になってもらうことがこの子の救いになってるんだろうな、と思う。こ
れは仕事なのか否か。五年生の学生どもが筆者の自宅に突然酒瓶さげてあらわれ、懇談深
更に及ぶ、などと言うのは、仕事なのか否か。卒業生が仕事に行きづまってかけてきた電
話で、彼に専攻科入学を勧める、というのは仕事なのか否か。 
 こういうことに慣れているから、インターネットの世界にすんなり慣れることができた
のかもしれない。 
